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度にシンポジウム 1 回、研究会を 2 回、ワークショップを 3 回開催した。



















































　「みちのくワークショップ」近代編第 2 回は 2013 年 11 月 15 日（金）に行われ、
河西英通氏（広島大学大学）による「近代東北が見た〈日本〉」の報告をめぐっ
て討論した。近代以降、自由民権運動時代の東北人を主体とする「第二維新論」









































































































2015 年 3 月に刊行する予定である。
　アプローチ・リーダーは、2013 年度まで田中優子が務めたが、2014 年度か
らの総長就任にともなって小林ふみ子に交代することとなった。






は、2013 年 10 月 18 日（金）から 20 日（日）の 3 日間にわたり、国際シンポ
ジウム「日本とはなにか―日本民族学の 20 世紀―鳥居・澁澤・梅棹・佐々木」
を法政大学九段校舎 3 階第一会議室で開催した。今回は日本国内と韓国及び




















































いう基礎的な意味をもつ論文以降、主に昭和 58 年から 17 回にわたって国立民
族学博物館で開催した谷口国際シンポジウムの文明学部門の席で、アメリカ、




















































　2013 年度は 2012 年の研究活動を継続的に検証しながら、従来、触れられて
いない日本留学経験者の日本観及びその形成過程を整理し、分析、記録する
活動をし、「日本意識」を考察する代表的事例研究とした。





































































































・	『日本学研究の基層』（徐興慶、太田登編、台大出版中心、2013 年 10 月）
・	『中華書局与中国近現代文化（中華書局と中国の近現代文化）』（上海人民出












































日　時：2013 年 12 月 16 日（月）18：30 ～ 20：30
会　場：法政大学市ケ谷キャンパス58年館 2階国際日本学研究所セミナー室
報告者：ジャサント・トランブレー（北海道大学文学部客員研究員）



































































































































　「日本に哲学なし」と唱えた中江兆民は、中国にも西洋にも ‘ 世界観 ’ とし































































































回 り の 全 面 改 修 を 施 し、
そ れ に と も な い、OS は






















まま典籍毎にまとめることのできる PDF ファイル群に変換して 2009 年中に
法政大学図書館サーバー内に設置されたリポジトリに移管済みである。
　なお能楽研究所所蔵資料については、冒頭部画像付き目録データベースも
スタンドアロン版の FileMakerPro をベースに制作したものを、aterui サーバー



































































　 な お こ れ ら と は 別 に、

















特定のデータを検索するには SEARCH ボタンから入るという 2 形態に分けて
設置されているが、前者については現在博物館を指定するなど、もう少し実
用性を高める方策を検討している。
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